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注意：「増加事由」・・・１　新品取得、２　中古品取得、３　移動による受入れ、４　その他　のいずれかを入力してください。
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小　計 5,850,000
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15 7 150,000 6 0.04 6 ルームエアコン 1 Ｒ

15 5 2,500,000 10 0.03 1 アスファルト舗装 1 Ｒ

12 12 200,000 4 0.

1

02 6 パソコン 2 Ｒ

3,000,000 15 0.コンクリート舗装 1 Ｈ 25 3
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※　　　　所有者コード

種類別明細書（増加資産・全資産用）
所有者名

野々市市役所

行
番
号

01 1

耐
用
年
数

（イ） （ロ） （ハ）

資産の種類を選択してくだ

さい。

１ 構築物

２ 機械及び装置
３ 船舶

４ 航空機
５ 車両及び運搬具
６ 工具、器具及び備品

資産の名称等、数量、取得年月、

取得価格、耐用年数を記入してく

ださい。
T 大正、Ｓ 昭和、H 平成、R 令和

所有者名、ページ数を記入
してください。

増加事由を選択してください。

１ 新品取得

２ 中古品取得

３ 移動による受入れ
４ その他

所有者コード、資産コードは

記入する必要はありません。

減価残存率、価額、課税標準の

特例、課税標準額は記入する必

要はありません。


